
糸魚川ジオパークは、ヒスイを守りながら
持続的に活用し、未来へ伝えていきます。

観光情報はこちらから
糸魚川市観光協会　☎025-555-7344

世界最古級のヒスイ文化

ヒスイの歴史

約6,500年前に使用された
ヒスイ製ハンマー

ヒスイ製大珠ヒスイ文化が栄えた長者ケ原遺跡
（国の史跡・糸魚川市）

国内の遺跡から出
土 す る ヒ ス イ 製 品
は、すべて新潟県産
なんだよ！

糸魚川ジオパーク
マスコットキャラクター

ぬーな

糸魚川ジオパーク
マスコットキャラクター

ジオまる

昭和に入り、郷土の文
人・相馬御風がヒスイ
再発見に大きな役割を
果たしたの！

国天然記念物・青海川の硬玉産地
（糸魚川市）

奴奈川姫像（糸魚川市大町）
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味になります。

いにしえの時
じ だ い

代から親
した

しまれてきたヒスイですが、平
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